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 基 本 方 針 

〇独自の視点と調査に基づく秋季特別展覧会「八代の歴史と

文化シリーズ」の開催 

〇（財）松井文庫所蔵品の調査・研究、展示、古文書調査報

告書の刊行等 

〇考古・歴史・民俗・美術工芸（八代焼、肥後鐔、染韋、和

紙など）の調査・研究、収集・展示 
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1．博物館資料の収集、保管  

(1) 令和 7年度寄贈資料（令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日） 

・古文書（證文）                           48通 

・竹葉石（日奈久御茶屋関係資料）                     1点 

・細川光尚知行宛行状ほか矢野家関係資料・渡唐天神図（矢野三郎兵衛吉重筆） 46件 

・栽柳園図屏風・八代遠望図屏風ほか八代関連資料    34点 

                      

(2) 令和 7年度寄託資料（令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日） 

・平石如砥墨蹟（与竺芳祖裔偈・至正九祀巳丑秋） 1通 

 （附 玄圃霊三添状并六月三日古田織部書状二通）国指定重要文化財 松井文庫所蔵 

 

(3) 博物館資料の数（令和 8年 3月 31日現在）   

 ア．館蔵資料 

分 野 件数（件） 点数（点） 主な収蔵品 

考  古 87  7,752  江上コレクションほか 

歴  史 179  7,262  八代城、八代町、八代郡、干拓関係ほか 

民  俗 415  1,659  生業、祭礼関係ほか 

美  術 436  1,619  八代焼、肥後鐔、染韋、和紙、河俣塗等 

写  真 13  4,468  麦島勝撮影写真ほか 

自  然 5  13  化石ほか 

合 計 1,133  22,773   

  

イ．寄託資料                  

分 野 件数（件） 点数（点） 備   考 

考  古 4  39   

歴  史 33  15,709  松井文庫所蔵品含む 

民  俗 19  1,315   

美  術 32  1,132  松井文庫所蔵品含む 

合 計 88  18,195   

 

ウ．館蔵資料・寄託資料数合計   1,221件 40,968点 

 

(4) 保管状況 

収蔵庫名 床面積（㎡） 
収蔵点数 

（概数） 
収蔵内容 

特別収蔵庫 92.05 11,000点 美術工芸品、古文書等 

第一収蔵庫 58.00  1,000点 美術工芸品等 

第二収蔵庫 159.36 19,000点 美術工芸品、歴史資料、現代絵画等 

第三収蔵庫 133.03 10,000点 民俗、考古資料等 

合 計  41,000点  
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2．博物館資料の展示   

（1) 特別展覧会（特別展示室：289.58㎡） 

改修工事のため開催せず 

 

（2）常設展示（第 1常設展示室：581.56㎡・第 2常設展示室：242.84㎡） 

令和 7年度は、全館休館（4月 1日～令和 8年 3月 31日）し、展示活動は館外で行った。 

 

（3）出張企画展示「昔のくらしと道具展」 

会  期 令和 7年 8月 19日(火)～10月 5日(日) 開館日数 42日間 

会  場 八代市民俗伝統芸能伝承館（お祭りでんでん館）伝承ルーム 

主  催 八代市立博物館未来の森ミュージアム・八代市 

観 覧 料 無料 

担 当 者 学芸員（民俗） 

入館者数 667人 （うち学校見学 1校 87人、一般 580人） 

広  報 ポスター・チラシ送付(市内小学校)、市報、館 HP、 市 HP、博物館友の会会報、 

新聞(熊日 8月 29日)、テレビ放送、 エフエムやつしろ、館 SNS など 

結  果    

本展示は、令和 6年度に引き続き、休館中の小学校の見学対応を目的に、お祭りでんでん

館伝承ルームにて開催したもの。昭和 30 年代頃までのくらしの様子を、衣食住と米作りの

農具 29 点を通して紹介した。学校団体の見学は市内小学校 1 校のみであったが、これは 10

月～2 月にかけて実施した「昔のくらし出前授業」の影響と考えられる。一方で、大人の一

般来場者数が多かった。昔の道具を児童の学習だけではなく、大人がなつかしさを楽しみ、

福祉の手法である回想法にも役立てていただく機会となった。     

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校からの見学の様子 
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こども体験講座 「さおばかりを作ろう！」 

日 時 令和 7年 8月 23日（土）10時～11時 30分 

場 所 お祭りでんでん館会議室   

指 導 本館学芸員２名 

対 象 小学生とその保護者     

参加者 1組（子ども 2人・大人 1人） 

内 容 てこの原理を利用した昔の計量道具「さおばか  

り」を、簡単に入手できる材料で作り、仕組み 

や使い方を楽しく学ぶ。 

結 果 本講座は、小学生向けの講座として実施した   

が、子どもにとって「はかり」という道具に対する関心や馴染みが薄く、製作工程も複雑 

なことから、興味を持ち難い内容であったようである。むしろ、大人のほうが興味を示し 

ておられたので、今回の内容を大人や学校教職員向けに再度実施し、今後の教育普及事業 

に充実につなげたい。 

 

（4）熊本県立美術館との共催展 

「松井文庫創立 40 周年記念 武家の嗜み、そして忠義 

文武に生きた筆頭家老・松井家ただいま参上！」  

博物館の改修工事に伴う休館により、八代の至宝である松井文庫所蔵品を長期にわたり 

展示できないため、数年前から計画し、熊本県立美術館と松井文庫が主催、市博物館が共

催し、熊本県立美術館にて松井文庫所蔵名宝展を行う運びとなったもの。 

本展は、同文庫設立以来 40年にわたる調査研究の集大成でもある。本展を通じ、全国に

ファンを持つ松井家の歴史的・文化的魅力を多くの方に知っていただくとともに、八代への

注目が集まることが期待される。 

  

体験講座（「さおばかりを作ろう！」 
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会  場 熊本県立美術館本館（熊本市中央区二の丸 2） 

会  期 令和 7年 9月 30日(火)～11月 24日（月・祝） 9：00～17：00 

（月曜日休館、月曜日が祝日の場合は翌日休館） 開館日数 49日間 

主  催 熊本県立美術館・一般財団法人松井文庫 

共  催 八代市立博物館未来の森ミュージアム 

協  賛 日本たばこ産業 

観 覧 料 一般・大学生 1,000円 高校生以下無料 

当館担当者 学芸員２名（歴史、美術工芸） 

入館者数 7,971人  

展示構成 次の 6つの章により構成し、展示替を行いながら、168点を展示した。 

第1章 忠義の家臣―松井康之と興長― 

第2章 武家の嗜み―能面と能装束― 

第3章 数寄道具と絵画 

第4章 武家の婚礼―彩どりと輝き― 

第5章 武門の誉れ―松井家の名刀― 

第6章 贅を尽くした美と密かな遊び心 

広  報 主に県美が実施（当館は市報への掲載、市施設へのポスター掲示などを行った） 

そ の 他   

・佐野美術館所蔵「名物 松井江」（国指定重要文化財）の特別出品（10月 8日～26日） 

・熊本県立美術館にて、松井文庫理事長・当館学芸員による特別講演会の開催 

    （1）9月 30日（火）「松井文庫発足のころ」松井文庫理事長（当館館長） 

        〃     「八代城主松井家の数寄道具」当館学芸員 

    （2）10月 11日（土）「家老の忠義 松井康之と興長」当館学芸員（歴史） 

  ・ワークショップ（県美主体事業、当館からも担当学芸員が参加しノウハウを学んだ） 

    （1）10月 4日（土）「雅な気分で合貝を作ろう！」 

    （2）10月 25日（土）「むかしの人の気持ちになって手紙を書いてみよう！」  

・お祭りでんでん館にて、当館学芸員による見どころ講座の開催（9月 13日）  

 

（5）お祭りでんでん館との共催展示 

「民俗芸能の魅力紹介～坂本町のくらしと芸能～」  

     坂本町鮎帰地区に伝承される雨乞い踊りと、その芸能が生み出される背景となった地

域のくらしについて生業を中心に紹介。雨乞い踊りの衣装や雨乞いに使われる角樽の他、

博物館所蔵の米作りの農具 6点を展示した。 

会  場 お祭りでんでん館 お宝ギャラリー 

会  期 令和 7年 9月 30日(火)～12月 21日（日） 

担 当 者 学芸員（民俗） 

入館者数 5,236人  

※会期中、「坂本町の民俗芸能とくらし」と題し講座を

実施（やつしろ文化財講座の一環） 
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3．調査研究   

（1）松井文庫所蔵古文書調査（平成 6年度～ 32年目） 

・旧八代城主松井家に伝来する古文書(約 1 万通)の整理・調書作成・補修・写真撮影・目

録作成・解読を行う。解読終了分については、『調査報告書』(史料集)として刊行。 

・令和 7年度までに 8,898通の調査・写真撮影・目録作成を終了。3,896通の解読を終了。 

これまでに『報告書』1～22を刊行。 

・令和 7 年度は改修工事のため調書作成・補修・写真撮影は行わなかった。写真整理(約

2万カットの画像データ整理)、131通の解読、『報告書 23』の刊行を行った。 

 

（2）鹿子木家文書調査（令和 2年度～ ） 

・鹿子木量平・謙之助父子を輩出した鹿子木家所蔵の古文書 3,204 点（令和 2 年度寄託、

令和 7年度寄託更新）について、調書作成・写真撮影・目録作成を行う。 

・本年度から、熊本大学文学部日本史学研究室の協力を得て、約 600 点の調書・目録作成

を行った。 

  調査日程 令和 7年 9月 9日（火）～11日（木） 

  場 所  宮嶋学術財団研修室 

  調査員  熊本大学文学部日本史学研究室の教員 4名・院生 1名・学生 14名ならびに

当館学芸員２名 

 

  
調査風景 

 

 

（3）博物館収蔵品の整理・再確認調査 
・令和 6年度中に収蔵品の整理・再確認調査、梱包作業を終え、7年度は工事が終了した

展示室・講義室へ収蔵品を移転した。保存環境の観測・調整を随時行いながら予定通り

工事が終了。再び収蔵品を収蔵庫に戻す作業を行なった。 

 

（4）他機関への調査協力   

・永青文庫研究センター・熊本大学所蔵「松井文書」目録作成事業へ職員派遣（2人×5日） 

・熊本県文化財保護審議会委員（1人×2日） 

・永青文庫常設展示振興基金活用委員（1人×1日） 

・熊本県玉名市文化財保護審議会委員（1人×2日） 

・高千穂町教育委員会文化財（仏像・神像）調査への協力（1人×2日） 

・熊本県文化課「祭り・行事調査事業」への調査協力 
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4．博物館資料を用いた学習機会の提供や教育活動  

（1）講座・講演会  

○やつしろ文化財講座（お祭りでんでん館共催、会場：お祭りでんでん館） 

趣旨 当館に隣接する「お祭りでんでん館」（八代市民俗伝統芸能伝承館）と連携し、同館が開館

以来行ってきた連続講座に、当館学芸員が加わり、双方の学芸員が講座を行うもの。（開講時間：

午前 10時～11時 聴講無料 申込不要 定員 40名） 

№ 日にち タイトル 講師 参加者 

1 令和 7 年 4 月 27 日（日） はじめての妙見祭（入門編） 学芸員（伝） 14 

2 令和 7 年 6 月 15 日（日） 仏像調査から見えてきた坂本の歴史と文化 学芸員（博） 32 

3 令和 7 年 8 月 17 日（日） 八代の工芸品 学芸員（博） 10 

4 令和 7 年 10月 13 日（月） 坂本町の民俗芸能とくらし 
学芸員（伝） 

学芸員（博） 
14 

5 令和 7 年 12月 14 日（日） 
資料が語る戦国時代から江戸時代にかけての

港町八代の繁栄 
学芸員（博） 45 

6 令和 8 年 3 月 15 日（日） 妙見祭と馬～神馬・飾馬・流鏑馬～ 学芸員（伝） 19 

   6 134 

（令和 6 年度 6 回 126 人） 

 

○学芸員のこだわり八代学 in図書館（八代市立図書館共催、会場：市図書館本館） 

趣旨 市立図書館と連携して行う出張講座。平成 30年度休館中に行った講座名を継承し、図書館の

利用促進にもつながる内容を盛り込み、本館学芸員が図書館に出張し、八代の歴史や文化を紹介。

（開講時間：午前 10時～11時 30分 聴講無料 要申込 定員 40名）  

№ 日にち タイトル 講師 参加者 

1 令和 7 年 5 月 17 日（土） 八代城主松井家の熊本の能 学芸員 40 

2 令和 7 年 6 月 21 日（土） 秀吉が八代にやって来た 学芸員 36 

3 令和 7 年 7 月 19 日（土） 八代城主松井家の茶道具 学芸員 34 

4 令和 7 年 9 月 20 日（土） 『釈迦院縁起』を読み解く 学芸員 40 

5 令和 7 年 11月 15 日（土） 
民俗って何だろう？―身近な民俗を見つけよ

う！― 
学芸員 27 

   5 177 

（令和 6 年度 6 回 236 人） 

       
6 月 15 日実施 やつしろ文化財講座（お祭りでんでん館）          7 月 19 日実施 学芸員のこだわり八代学（市立図書館）  
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○お出かけ公民館講座（市生涯学習課共催、会場：市内各コミュニティセンター等） 

趣旨 生涯学習課と連携し、平成 17年に合併して八代市となった旧坂本村、千丁町、鏡町、東陽村、

泉村の歴史と文化について、学芸員の視点で紐解きわかりやすく紹介する。令和 6年度は坂本町お

よび泉町で開催。7年度は東陽町での開催を予定していたが、当館及び生涯学習課の都合により開

催しなかった。 

 

○「武家の嗜み」展特別講演会（熊本県立美術館共催、会場：熊本県立美術館） 

№ 日にち タイトル 講師 参加者 

1 令和 7 年 9 月 30 日（火） 

「松井文庫創立 40 周年記念 武家の嗜み、そ

して忠義」展特別講演会①「松井文庫発足の

ころ」「松井家の数寄道具」 

館長、学芸員 63 

2 令和 7 年 10月 11 日（土） 

「松井文庫創立 40 周年記念 武家の嗜み、そ

して忠義」展特別講演会②「家老の忠義 松

井康之と興長」 

学芸員 71 

   2 134 

 

○熊本県生涯学習推進センターと共催（会場：パレア） 

№ 日にち タイトル 講師 参加者 

1 令和 7 年 10月 2 日（木） 
パレアミュージアム後期 

講座番号⑥ 家老の忠義 松井康之と興長 
学芸員 50 

2 令和 8 年 1 月 26 日（月） 
くまもと県民カレッジ後期「日本刀コース」 

刀を飾る技―刀装具の歴史と肥後金工― 
学芸員 42 

   2 92 

 

 

○博物館友の会主催特別講演会（会場：桜十字ホール八代、お祭りでんでん館） 

№ 日にち タイトル 講師 参加者 

1 令和 7 年 5 月 25 日（日） 「百済来地蔵堂」参詣と旅文化 学芸員 40 

2 令和 7 年 9 月 13 日（土） 
「松井文庫創立 40 周年記念 武家の嗜み、そ

して忠義」展みどころ講座 
学芸員４名 50 
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他課・他団体と共催した講座・講演会合計 17 回 627 人 

（令和 6 年度 16 回・参加者 502 人） 

○体験講座 

№ 日にち タイトル 講 師 参加者 

1 
令和 7 年 8 月 23 日（土）

10：00～11：30  

出張企画展示「昔のくらしと道具」展 

「さおばかりを作ろう！」 
学芸員２名 3 

（令和 6年度 2回・参加者 24人） 

 

○出前講座・外部への講師派遣  

 期 日 依頼者（派遣場所） テーマ 対応 参加者 

1 4 月 8 日（火） 
桜十字八代リハビリテーション病院 

（大同ビル） 

八代の歴史と文化（妙見祭と八代

城を中心に） 
学芸員 20 

2 5 月 9 日（金） 
市老人連合会生涯学習クラブ（代陽コ

ミュニティセンター） 
関ケ原合戦と肥後 学芸員 13 

 8 月 22 日（金） 
市老人連合会生涯学習クラブ（代陽コ

ミュニティセンター） 
（避難所となったため中止） 学芸員 ― 
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3 11月 17日（月） 熊本県公平委員会研修会（本庁） 八代城下町の歴史と文化 学芸員 30 

 11月 28日（金） 
市老人連合会生涯学習クラブ（代陽コ

ミュニティセンター） 
（校区まつりと重なったため中止） 学芸員 ― 

4 12月 16日（火） 熊本さわやか大学（桜十字ホール） 八代の工芸品 学芸員 25 

5 1 月 24 日（土） 
八代男女共同参画社会づくりネット

ワーク研修会（植柳下町個人宅） 
八代の歴史と文化 学芸員 25 

6 2 月 13 日（金） 
市老人連合会生涯学習クラブ（代陽コ

ミュニティセンター） 
相良義陽と日高民部の仏像について 学芸員 15 

7 2 月 21 日（土） 
やつしろのお雛祭り特別講座（八代市

役所本庁舎 3 階会議室） 

八代城主松井家のお姫様たちのおしゃ

れ事情―着物の文様からわかること― 
学芸員 30 

    7 158 

（令和 6年度 16団体・参加者 584人） 

 

○展示案内実績（本年度は、お祭りでんでん館にて対応分） 
 期 日 団体名 児童生徒 引率 計 テーマ 案内 

1 9 月 25 日（木） 代陽小学校 3 年生 80 7 87 「昔のくらしと道具」展見学 〇 

          1 87 

（令和 6年 4～6月博物館にて 4団体・参加者 80人） 

（令和 6年 7月以降お祭りでんでん館にて 11団体・児童生徒 1,261人、教職員 117人） 

 

 

（2）学校利用 

○新規「昔のくらし出前授業」 

博物館の休館により、小学生の「昔のくらしと道

具」学習機会を補うため、当館学芸員が学校まで資

料を持参して授業を行う「昔のくらし出前授業」を

新たに実施した。 

年度当初の校長・園長会で説明を行い、学校連絡   

網ミライモや印刷物の配布を通して、申し込みを呼 

びかけたところ、最終的に 11校の利用があった。    

（実施期間：10月 14日～令和 8年 2月 20日） 

 

   

 
 期 日 依頼者 テーマ 対応 人数 

1 10 月 9 日（木） 鏡小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 62 

2 11 月 6 日（木） 郡築小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 27 

3 1 月 13 日（火） 松高小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 118 

4 1 月 16 日（金） 八代小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 32 

5 1 月 20 日（火） 泉小学校 3・4 年生 昔のくらしと道具 学芸員 10 
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6 1 月 21 日（水） 有佐小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 8 

7 1 月 27 日（火） 麦島小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 57 

8 1 月 29 日（木） 宮地小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 30 

9 2 月 2 日（月） 太田郷小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 113 

10 2 月 3 日（火） 金剛小学校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 20 

11 2 月 5 日（木） 金剛小学校弥次分校 3 年生 昔のくらしと道具 学芸員 27 

    11 504 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   松高小 「昔の道具について」出前講座 

○教職員への研修 
 期 日 依頼者 テーマ 対応 人数 

1 8 月 21 日（木） 学校教育課（小中学校初任者研修）  

展示を通して八代市の歴史や文

化について理解を深める（「昔

のくらしと道具展」見学）  

学芸員 32 

    1 32 

（令和 6年度 3団体・参加者 80人） 

○児童生徒への出前講座 
 期 日 依頼者 テーマ 対応 人数 

1 5 月 22 日（木） 
県立八代中学校 1 年生（八代中学校技

術室）（70＋7） 
八代学Ⅰ 八代の歴史と文化 学芸員 77 

2 6 月 19 日（木） 金剛小学校弥次分校 3 年生（27＋2） 金剛の歴史 学芸員 29 

3 6 月 19 日（木） 金剛小学校 3 年生（20＋2） 金剛の歴史 学芸員 22 

4 6 月 20 日（金） 
宮地小学校 5・6 年生（宮地小学校）（11

＋1） 
宮地学Ⅰ 宮地和紙の歴史と技 学芸員 12 

5 6 月 23 日（月） 
宮地小学校 5・6 年生（フィールドワー

ク、宮地地区）（11＋3） 
宮地学Ⅰ 宮地和紙の歴史と技 学芸員 14 

6 9 月 25 日（水） 代陽小学校 3 年生（80＋7） 「昔のくらしと道具」展見学 学芸員 87 

7 9 月 29 日（月） 鏡中学校 1 年生（鏡中）（50＋1） 
干拓の歴史、文政神社、大鞘樋

門等 
学芸員 51 

8 10月 31日（金） 
県立八代高校 1 年生（八代高校）（9

＋1） 

地域探求（八代の歴史と伝統文

化） 
学芸員 10 

    8 302 

（令和 6年度 10件・参加者 662人） 
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宮地小 みやじ学 宮地和紙の歴史と技フィールドワーク       八代高校 地域探求（八代の歴史と伝統文化） 

  

（3）博物館資料の特別利用状況   

 ア．館外貸出 

   7年度は実績なし （令和 5年度：6件 69点、6年度：実績なし） 

 イ．特別利用 

番号 申請者 作品名 点数 所蔵 適用 備考 

1 NHK大阪放送局 懐良親王肖像画 1 寄託品 TV 放映 
TV 番組「歴史探偵 御醍醐天皇と

後南朝」制作のため 

2 KADOKAWA 学芸ノンフ

ィクション編集部 
麦島勝撮影写真 7 本館蔵 参考写真 

澤宮優著『昭和の消えた仕事物語』

参考写真として 

3 NHK エンタープラ

イズ九州支社 
細川三斎像 1 本館蔵 TV 放映 TV 番組「はっけん TV」に画像使用 

4 国立歴史民俗博物

館 
葦北郡久木野郷之図 1 本館蔵 写真掲載 

同館総合展示「国民の誕生」コー

ナーグラフィックパネルに掲載 

5 お祭りでんでん館 八代遠望図屏風 1 寄託品 写真掲載 
お祭りでんでん館展示室内展示パ

ネルに掲載 

6 樹林舎 麦島勝撮影写真 18 本館蔵 写真掲載 
『写真アルバム 菊池・阿蘇・山

都の昭和』に掲載 

7 
株式会社建設環境

研究所九州支社 
蛤かき図 1 本館蔵 写真掲載 

八代河川国道事務所ホームページ

における干潟紹介ページに掲載 

8 
八代市日本遺産活用

協議会 

鹿子木量平肖像・鹿子木

謙之助肖像 
2 寄託品 写真掲載 

日本遺産『八代を創造した石工た

ちのレガシー』印刷物に掲載 

9 株式会社クレヴィス 宮本武蔵自筆所蔵 1 本館蔵 写真掲載 『武蔵に尋ねよ』に掲載 

10 きじ馬研究者 麦島勝撮影写真・木馬 2 本館蔵 写真掲載 
『きじ馬ときじ車のはなし』に掲

載 

11 九月は日奈久で山

頭火実行委員会 
麦島勝撮影写真 23 本館蔵 写真展示 

日奈久ゆめ倉庫「日奈久昭和の写

真展」に展示 

12 岡山県立博物館 手織り花ござ画像 1 本館蔵 写真掲載 
特別展「花ござ 心おどる い草

の世界」図録に掲載 

13 九州県人会 麦島勝撮影写真 7 本館蔵 写真掲載 
笠原中央公民館ロビーにて開催

「集団就職総合写真展」に展示 

14 （一社）九州地域

づくり協会 
鹿子木量平肖像 1 寄託品 写真掲載 

「会報九州」（九州地方整備局 OB

会員向け情報誌）に掲載 

15 お祭りでんでん館 麦島勝撮影写真 2 本館蔵 写真掲載 
お祭りでんでん館展示パネル掲

載・文化財講座にて写真使用 

16 
雑誌「つり人」編

集部 
麦島勝撮影写真 2 本館蔵 写真掲載 

雑誌「つり人」嘉田由紀子著「球

磨川ものがたり」に掲載 

17 
福岡県立アジア文

化交流センター 

大鼠蔵山南東第一号墳石

棺側室石材 
1 

八代市

教委蔵 
閲覧 

九州国立博物館特別展「王と鏡の

世紀（仮）」事前調査ため 

18 田川市立図書館 小倉戦争絵巻 1 寄託品 写真掲載 
市民公開講座「赤坂戦争絵巻解説」

のチラシに画像掲載 

19 
雑誌「つり人」編

集部 
麦島勝撮影写真 2 本館蔵 写真掲載 

雑誌「つり人」嘉田由紀子著「球

磨川ものがたり」に掲載 

20 お祭りでんでん館 
八代新地御巡検道筋図・八

代海干拓図・八代郡絵図 
3 本館蔵 写真掲載 

お祭りでんでん館展示パネル掲

載・解説シートに写真掲載 

  20 78    

               （令和 5年度：27件 271点、令和 6年度：15件 31点） 
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（4）その他 

   

ア．博物館ホームページの更新作業   

八代市のホームページリニューアル（令和 6年 10月）にあわせて、博物館ホームページを

市ホームページ内に移設した。令和 7年度は再開館に向けた情報等の更新作業を行った。 

イ．収蔵品情報を掲載（収蔵品検索システム登録数 5,897件）   

ウ．取材対応、新聞・雑誌への寄稿 

エ．博物館友の会会報「松籟」及び「友の会だより」の発行（全 4回） 

 

5．職員の研修実績     

（1）一般職研修 

  ア．人事評価研修（目標管理・自己評価・評価面談編） 

  日 時 令和 7年 4月 23日（水） 

場 所 八代市役所 3階会議室 

  参加者 1名（学芸係学芸員） 

 

  イ．八代地区人権同和教育・人権啓発研修集会 

  日 時 令和 7年 7月 26日（土） 

場 所 桜十字ホールやつしろ市民ホール 

  参加者 1名（管理係主任） 

 

  ウ．ハラスメント研修 

  日 時 令和 7年 12月 2日（火） 

場 所 八代市役所 3階会議室 

参加者 3名（管理係 1名・学芸係学芸員 2名） 

 

（2）専門研修 

ア．県内博物館学芸員等の総合プロデューサー育成研修会 

  日 時 令和 7年 6月 20日（金） 11：00～12：30 

場 所 錦町立人吉海軍航空基地資料館他 

  受講者 1名（副館長） 

 

（3）オンライン研修受講   

ア．文化庁公開承認施設担当者会議 

  日 時 令和 7年 6月 18日（水） 13：30～17：00 

場 所 館内（オンラインで受講） 

参加者 3名（管理係 1名、学芸係 2名） 

 

イ．令和 7年度 文化をつなぐミュージアム研修 

  日 時 令和 7年 10月 23日（木）・24日（金） 13：00～17：30 

場 所 館内（オンラインで受講） 

参加者 2名（学芸係 2名） 

 

ウ．令和 7年度 文化財（美術工芸品）保存修理講習会 

  日 時 令和 7年 12月 12日（火） 10：00～17：00 

場 所 館内（オンラインで受講） 

参加者 3名（学芸係 3名） 
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6．資 料 

（1）職員組織                  令和 7年 4月 1日現在 

 

３名 

 

 

 

       ６名 

 
（１名文化振興課と併任） 

 

館   長              

副 館 長 

副館長補佐兼管理係長      

管 理 係  主査（設備）    

      主任      

審議員兼学芸係長 （学芸員）「美術工芸」 

学 芸 係  上席参事（学芸員）「美術工芸」 

      上席参事（学芸員）「歴史」 

 主任（学芸員）「美術工芸」 

 主事（学芸員）「民俗」 

       《文化振興課併任》上席参事（学芸員）「民俗」 

 

 

（２）令和 7 年度八代市立博物館未来の森ミュージアム協議会     

委 員 １０名 

（学識経験者３名、学校教育関係３名、家庭教育関係１名、 

社会教育関係３名） 

 任期 令和 5年 11月 1日～令和 7年 10月 31日（2年間） 

任期 令和 7年 11月 1日～令和 9年 10月 31日（2年間） 

 

第 1回博物館協議会  令和 7年 8月 28日（木）10：00～11：30 

第 2回博物館協議会  工事完了・再開館準備時期に重なり開催見送り 

 

（３）入館状況等 

 

○総入館者数の推移 

年度 開館日数（日） 
入館者数（人） 無料のうち 

中学生以下 有 料 無 料 計 

平成 26 292 10,910 21,166 32,076 5,469 

27 291 6,521 16,796 23,317 4,548 

28 260 6,119 18,682 24,801 5,311 

29 289 14,688 20,571 35,259 5,905 

30 204 5,857 14,012 19,869 2,813 

令和元 270 6,127 20,540 26,667 5,040 

2 253 2,127 6,868 8,995 2,340 

 

館  長 
 

副 館 長 

 

管 理 係 

 

学 芸 係 

副館長補佐

兼管理係長 

審議員兼 

学芸係長 
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3 252 5,393 11,428 16,821 3,747 

4 291 8,043 15,936 23,979 6,225 

5 293 7,003 15,860 22,863 4,414 

6 78 1,269 1,166 2,435 236 

7 0 0 0 0 0 

※令和 6年度は 4月 1日から 6月 30日までの開館日数、令和 7年度は開館日 0日 

（改修工事のため令和 6年 7月 1日から令和 8年 4月 23日まで休館） 

 

 

（４）大規模改修について 

平成 3 年の建築以来 30 年を経過し、施設の設備機器等に改修が必要な箇所が

多くみられるようになったことから、八代市公共施設等総合管理計画に基づき、

中長期的な改修計画に沿って、大小様々な施設・設備の改修事業を行ってきた。

このことで安全で快適な社会教育施設を市民に提供するとともに、博物館の機能

維持と施設の長寿命化を図ることができる。 

令和 6年からは約 2年間休館し、大規模改修工事を行った。 

令和 4年度  基本設計業務委託     

令和 5年度  実施設計業務委託 

令和 6年・7年度 改修工事実施  

休館期間  令和 6年 7月 1日から令和 8年 4月 23日まで 

工  期  令和 6年 10月～令和 8年 2月（17か月） 

総 工 費  1,164,441千円（令和 6・7年度） 

財源内訳  地方債 1,091,600千円  基金 72,841千円 

 

〇主な工事内容  

       

 工事名 工事概要 

1 建築工事 
エレベーター取替（観覧者用、貨物用）、正面出入口自動ドア化、展
示室タイルカーペット・壁紙張替、屋根防水改修、駐車場舗装改修 

2 機械設備工事 
熱源機器・空調機更新、空調ダクト・配管改修、自動制御・中央監視
装置改修、トイレ改修（洋式化）、消火栓・ハロンガス消火設備更新 

3 電気設備工事 
照明器具更新（全館 LED 化）、受変電設備改修、Wi-Fi アクセスポイ
ント設置、監視カメラ設備・自動火災報知設備機器更新 

4 展示照明設備工事 展示室・展示ケース照明設備改修（高演色 LED化） 



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八代市立博物館未来の森ミュージアム 

〒866-0863 熊本県八代市西松江城町 12番 35号 

 


